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拡散方程式 5) rT- r2r" (1)


















rT- r r" ,+ (1+ P )r2r,r"
- 3
の場合は






















+3(j-2)(j-3)a,ll転 ¢xx+()-3)ur 2転 xI=0 (7)
である･uo-2転を使って ujを含む項を集めると,共鳴(resonances)はj--1,3,2(卜 P)


























名工大 大 臣二 一 行
1. はじめに
電離波は数Torr程度の直流グロー放電陽光柱に発生する波動である.この場合,プラズマ
は電離度が10~4-10~5の弱電離プラズマである.従って,一般のプラズマ波とは異 り,電離
に伴って発生する波動で,電離波 (又は電離波動)と呼ばれている.希ガスの陽光柱に励振 さ
れる波の線形の性質はよく研究されていて,典型的には後進波特性をもっ強分散波である.今
回は電離波の包絡ソリトンの観測結果を報告する.
2.実験とその結果
長さ150cm,内径1cmのガラス製の放電管を用い,気体はHeを使用 した.放電管の陰極か
ら約 10cmの所にグリッドを設け波を励振 した.波の検出は放電管の外部から光の変動により
行った.Fig.1には,浅い振巾変調の加えられた連続波を励振するとき,グリッドからの距離
∬が大きくなるにつれて変調度が深くなることが示されている.α-115cm以上では,包絡線
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